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編 集 雑 記

◎ POLITEC設立30周年連続企画② 第17代日本地震工
学会会長、防災・耐震工学のトップリーダー 清野純史・
京都大学名誉教授に聞く ◎ POLITEC設立30周年連続
企画③ 配水用ポリエチレンパイプシステム協会 白澤洋・
前事務局長に聞く　◎ 業界イベント 新時代創造へ設備展 東
管協組 大規模出展アピール／座談会で業界の魅力アピー
ル 東管機商 組合ホームページに掲載へ／盛大に創立80
周年記念式典 小泉 約800名を招き一層の飛躍誓う／｢一
緒に頑張ろう｣と激励 橋本総業 27名を迎え晴れの入社
式　◎｢流域水循環計画｣を新たに３計画公表　◎水循
環に関するパネル・映像展示セット｢めぐる水を考えよ
う!｣　◎令和８年度｢全国安全週間｣を７月に実施　◎
令和７年度の流域治水の取組の進展について　◎第29
回日本水大賞の募集要項を公表　◎河川の観測機器の
機能強化により氾濫通報制度等の運用を支援　◎令和
６年｢職場における熱中症による死傷災害の発生状況｣(確
定値)を公表します　◎全国のよろず支援拠点内に｢生
産性向上支援センター｣を開設しました　◎防災都市
づくりの取組について　◎東京こどもすくすく住宅認
定制度の対象を戸建住宅にも拡大します　◎株式会社
ミナミサワ 自動水栓「Sui Sui FORM＜フォルム＞新発
売　◎元・前澤工業(株)八尾眞氏が急逝　◎ Photoエッ
セイ 画像データ…余湖典昭　◎ 明日への道標 子供達を
抱きしめて オードリー・ヘプバーンの夢―…高倉克也
◎ 東京見て歩き(148) 田園都市線の三軒茶屋界隈…坂本
弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌集(85)…野平
大魚　◎続 馬耳東風(422)…西村修一　◎建築着工統
計[2026年２月]

◎ 次代を担う衛生・環境工学者インタビュー100回記念企
画　眞柄泰基先生の衛生・環境工学思想と行動・業績を
聞く(その５、最終回)～毒性評価、環境管理、民間企業
との連携、次代へのメッセージ～　◎河川愛護月間関連
行事のお知らせ｢川のフォトコンテスト2026｣作品募集!!!東
京都建設局　◎｢水災における緊急安全確保に資する効果
的な情報提供に関する検討会｣ のとりまとめを公表します
◎防犯リフォームで安全・安心なくらしを　◎リユース等の
促進に関するロードマップの策定について　◎建築物リフォ
ーム・リニューアル調査報告　◎退職金制度で建設技能
者の処遇改善へ! ◎｢科学漫画サバイバル｣を読んで住ま
いの耐震化を考えよう!　◎｢令和６年外国人雇用実態調
査｣の結果を公表します　◎相続空き家の相続前の対策
の有無などを新たに調査しました!　◎東京都地下空間浸
水対策ガイドラインの改定について　◎ Photoエッセイ 土
木工学と衛生工学…余湖典昭　◎ トピックス 安全・安心の
確保へ 道路地下空間利用で検討委新設／首都形成ビジョ
ンで改定案 国交省・東京都 防災まちづくり強力に推
進／ガイドライン作成へ　汚水処理施設の最適化を推進
／新技術普及へロードマップ 国交省・推進会議 下水道
管路メンテナンス　◎ 明日への道標 技術者は人類に貢献
すべき―島秀雄 夢の新幹線―…高倉克也　◎ 東京見て
歩き(147)京王沿線の百草園の梅…坂本弘道 ◎ 特別連載 
平成を偲ぶパロディ狂歌集(84)…野平大魚　◎続 馬耳
東風(421)…西村修一　◎建築着工統計[2026年１月]
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　離婚して夫の莫大な借金を背負う羽目に陥った｡
それでも諦めず逆に小説の題材にして生きる糧に
変えていく。『戦いすんで日が暮れて』で直木賞を
受賞し、一躍脚光を浴びる。人間とは愚かで愛す
べきものと語っていた作家の佐藤愛子が102歳で
亡くなった。最晩年まで『九十八歳。戦いやまず
日は暮れず』など数々のベストセラーを連発する｡
 父は少年小説の大家である佐藤紅緑、母は女優
の三笠万里子、異母兄は詩人のサトウハチローで
家族の愛憎や哀歓を描いた『血脈』が反響を呼ぶ。
恋愛小説を読み耽っていた女学生の日常は太平洋
戦争の勃発で一変した。戦火がいかに市井の人々
の運命を翻弄するのか。戦時下の記憶を語り継ぎ､
戦後社会のモラル崩壊を鋭く直言して物議を醸す｡
　わたしは戦時中に思春期を過ごした女性たち
の随想集『少女たちの戦争』で佐藤愛子の文章に
はじめて接した。同書には瀬戸内寂聴、杉本苑子､
橋田壽賀子、茨木のり子、向田邦子、澤地久枝､
黒柳徹子ら27人が寄稿している。疎開、空襲、
防空壕の日々。彼女も旅先で出会った若き兵士と
の別れを通じて命の重さを伝えようとした。
　ほんのちょっと言葉を交わした兵士との別れ
際、彼女は「サヨナラが言えなかった」と書く。
戦地へ向かう兵士は遠からず帰らぬ人になるかも
しれない。そう思うとサヨナラという言葉は余り
にも酷く響いてくる。｢私たちがサヨナラを気軽に
言えるのは、いつかまた会えるという安心がある
からなのだ｣。彼女の遺言とわたしは受け止める｡
サヨナラを言えない世界に永遠の別れを。(高倉)
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